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マ今月のテー

重要性増す海産物産業における異物混入対策について考えて行きましょう。

社員の動き （１１月）ここ数年食品全般における異物混入事故が社会問題化し、運営の屋台骨を揺るがす事態

に発展するケースさえあります。消費者の食に対する安全性の意識を背景に様々なクレ

ームがマスコミ等に寄せられ危機感を持ったスーパーやコンビニが問題のある食品メー

カーとの取引停止の動きも顕在化している。これに伴って弊社では異物混入対策の再点 １８日（火） 異物検品社内研修

検を追求し新たな対策を発案していきます。製造、加工工程のみならず原材料の段階で 日本食研協賛

も異物混入対策を提案していきます。異物発見は人の目による物が多い異物発見に重要

な事は照度であります。製品の色調を見るだけでは無く異物発見の重要な要素となりま

す。照度で重要なことはそこに働く人の年齢である。２０歳に比べて５０歳では２．４

倍６０歳では３．２倍の明るさが必要となる。弊社の全般ルクスは１８００ルクスです

助 六従業員の一言 有限会社

弊社での取り扱い食品は全般的に海外

の原料を使っており、異物の全般が毛髪の絡みや 〒７９１－３１２０

糸くずがあります。異物選別、検品に力を入れて 愛媛県伊予郡松前町筒井３５０

おりますが現地での異物除去が進めば事故もぐっ （０８９）９８４－１３５０TEL

と少なくなります。異物混入クレームを防いで行 （０８９）９８４－３３４５FAX

きます。 （出荷担当 永井 君枝） ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ（０１２０）０７－１３５０
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